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こ
の
年
末
年
始
は
、
す
べ

て
の
ス
キ
ー
場

で
滑
走
可

能
で
し
た
が
、
長
引
く
不
況

や
ス
キ
ー
人

日
の
減
少
な

ど
の
影
響
、
降
雪
が
激
し
く

滑

走

に
適

さ

な

い
日

が

あ

っ
た
こ
と
や
、
強
風
に
よ

る
運
休
な
ど
に
よ
り
前
年

並
み
に
と
ど
ま
り
、
４９
万
３
，

５
７
０
人
で
し
た
。

方
面
別

で
は
県
内

か
ら

の
ス
キ
ー
客
が
約
４
万
３

千
人
、
県
外
か
ら
が
約
４５
万

人
で
、
関
東
方
面
か
ら
が
全

体
の
８６
％
を
占
め
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
は
、
約

‐９
万
６
千
人
と
や
や
客
足

を
伸
ば
し
ま
し
た
。

■
回 F雪年末年始スキー客八込許

)

スキー場
12月 29日～ 1月 3日入込数(人 |)

苗場 213, 000 210, 000 14

三□ 1, 560 1,210' 28, 9

かぐら田代 9, 300 9, 800 △  54
かくらみつまた 27, 600 27, 000 2.2

神立高原 49, 240 53, 970 △ 88
岩原 77, 000 74, 000 4.1

湯沢パーク 11, 700 12, 300 △  4.9
湯沢中里 31, 600 30, 500 3.6

中里スメ
ニウツド 6, 920 6, 030 14,8

土樽 330 250 32 0

)し―デンス湯沢 2, 040 1, 360 50. 0

湯沢高原 8, 560 9, 490 △  98
布場 6, 540 6, 060 7.9

布場フアミリー 3, 530 3, 130 12,8

一本杉 4, 330 4, 230 2.4

カヤマキヤプテンコースト 6, 760 6, 580 2.7

CALA湯 沢 16, 410 19, 430 △ 155
NASPAスキーガーデン 17, 150 17, 530 △  2.2

合計 493, 570 492, 870 0 1

主

な

内

容
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確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

レ

広報ゆざわ H15.1.26  (2)

鶴

縄

０
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や

建
レ
を
売

っ
た
場
合
な
ど
は
、
確

定
申
告
が
蜂
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
で
も
絡
与

の
年
収
が
２
，
０
０

０
万
円
を
超
え
る
と
き
や
絡
与
所

得
や
選
職
所
得
以
外
の
所
得
合
顔

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
と

き
は
、
確
定
申
告
が
蜂
妥
で
す
。

●
納
税
は
期
限
内
に

平
成
１４
年
分
の
確
定
申
告
に
よ

る
所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
１７
日

（月
）
で
す
。
便
利
な
振
替
納
税
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署

砒
０
２
５
８

●
８３

・
２
０
９
３

０
申
告
が
必
要
な
方

平
成
１５
年
十
月
十
日
現
在
、
湯

沢
町
に
住
ん
で
い
た
人
は
住
民
税

（町
・県
夷
税
）
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
告
の
姓
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
平
成
１４
年
分
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
た
人

②
平
成
１４
年
十
の
所
得
が
絡
与
の

み
で
年
末
調
整
済
み
の
人

※
‐４
年
途
中
で
就
職

・
逐
職
し
た

人
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な

い
人
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除

等
を
覧
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

告
が
姓
要
で
す
。

●
申
告
相
談
の
日
程

２
月
２
日
（日
）
に
新
聞
折
込
予
ｒ

定
の

「住
民
税
の
申
告

の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

０
申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

①
中
鑑
及
び
預
金
通
帳
等
口
座
番
，

子
の
わ
か
る
も
の

″
②
給
与
及
び
年
金
を
受
綸
し
て
い

る
方
は
涼
泉
微
収
票

③
事
業
を
し
て
い
る
方
は
収
支
明

細
書
及
び
そ
の
資
群

姻

剰

測

引

州

剰

瓢

刻

Щ

本
人
だ
け
で
す
ｃ
弛
ず
、
↑
占ヽ
分

て

き

て

く

共
ヽ

④
不
動
産
や
配
当
所
得
、
そ
の
他

の
収
入
の
あ
る
方
は
、
そ
の
資

料
⑤
各
種
控
除
を
覧
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
そ
の
領
収
書
や
証
明
書

ご
自
分
の
相
談
日
以
外
の
日
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
州
引
州
劇

め‐

電
話
等
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
ｃ

【連
絡

・
聞

い
合
わ
せ
】

税
務
課
住
民
税
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

２

住宅借入金等特別控除を受けるための

確定申告書作成説明会
住宅□―ン等を利用して:マイホーム新築や購入、増改築をされた方で、
一定の要件にあてはまれば、住宅の用に供した年から 10年間、住宅借入金

等特別控除を受けることができます。この控除を受けるためには、確定申

告ガ必要ですが、その書き方と内容についての説明会が開催されます。

【日時】 2月 5日 、(水)1回目年前 10時～     
｀

2回目年後 4時 30分～   ,
【会場】 サンライズ六日町 (六日町坂戸 399-1)
【間い合わせ】小千谷税務署 TEL 0258-83-2093

湯沢町役場税務課 T[L784-3452
◎住宅借入金等特別控除の内容

借入残高の限度額は 5,000万円。床面積 50 Hf以上が対象。
・居住の用に供する時期ガ

平成 13年 7月 1日～平成 15年 12月 31日の場合は
1～ 10年目 :借入残高×1%(最高50万円まで)

※ただし、「住宅用財産の買替
。交換」「住宅用財産の譲渡の特別控除」等

の特例を受けた場合は、該当しません。



田作物の農業収入が一番多い人 82%が経費

畑作物の農業収入が一番多い人 74%が経費

果樹栽培枠物の農業収入が一番多い人 70%が経費

施設作物の農業収入が一番多い人 81%が経費

◎経費目安割合
(―年間の農業収入金額の内)

※農家のみなさんが、実際どの経費目安割合を使用して申告
するかは、その年の収入金額を田作物収入・畑作物収入。果

樹栽培収入。施設作物収入に分類し、最も収入金額の多い区

分の経費目安割合を使用して所得計算することになります。

経費目安割合には、苗代・肥料代・農薬代・減価償却費等す
べての経費が含まれています。        , 命 〉

ロ

◎基準金額

※農業所得を収支計算される方で家事消費等の金額が不明な場合は、この基準金額を参考に

計算しても差し支えありません。

、卜_“yr)

守
Ⅲ

計算例
0収入金額の計算
イ  ①+②十③+④=
こ・・

●必要経費の計算
A収入金額計   経費目安割合

82% =. 1 4, 000, 000円   X

支
〈D所得金額

黎

計算

 B必要経費  ,1    所得金額
4,000,000円 ―&280,000円生  720,α凋陶

思5程鍋縮縫象覇ζ℃勇電継ご雲害子

A収入金額計
4, 000, 000円

①米収入 (田作物)

②野菜収入 (畑作物)

③果樹収入 (果樹裁培)

④ハウス野菜収入 (施設作物)

1, 500, 000円

700, 000円

800, 000円

1, 000, 000円

B必要経費

3,280,000円

米の家事消費

(贈答米も含む)

販売価格の平均単価

いずれか 1つを選ぶ
18,000円 (60kg当 り)

米の種子用

販売価格の平均単価 XO.8
いずれか 1つを選ぶ

■,400円 (60kg当 り)

畑作物の家事消費

販売価格の平均単価

いずれか 1つを選ぶ
59,900円 (10a当 り)
(専ら家事消費に充てるために耕作する場合)

14,800円
(3歳以上の常住家族 1人当り)

(3)



平
成
１５
年
４
月
十
日
か
ら
、
新

し

い
障
害
者
福
社
サ
ー
ビ
ス
利
用

制
度

「支
援
費
制
度
」
が
始
ま
り
ま

す
。
（対
象
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
泉

を
参
照
）

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
は

こ
れ
ま
で
と
特

に
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
利
用
者
自
ら
が
希
望
す
る
施

設
や
事
業
所
を
選
択
し
、
対
等
な

立
場
で
契
約
を
結
ぶ
こ
と
こ
サ
ー

ビ
ス
を
文
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
よ
り
自
己
決
定

。
自
己
選

択
が
尊
重
さ
れ
る
形
に
な

っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．

＊
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者

は
、
原
則
と
し
て
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
て
利
用
し

て

い
た
だ
く

こ
と
に
な

っ
て

い

ま
す
。

【聞
い
合
わ
せ
】

福
社
保
健
課
　
福
社
係

砒
７
８
４

●
４
５
６
０

f
′
′／

新
し
い
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
制
度

「支
援
費
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

ギ

〉

障害児

◆支援費制度の対象となる施設及びサービス◆

身体障害者          知的障害者

居宅介護

デイサービス

短期入所 ‐

更生施設

療護施設

授産施設

居宅介護

デイサービス

短期入所

更生施設

授産施設

通勤寮

国立コロニー

居宅介護

デイサービス

短期入所

地域生活援助

4月 1日
から

◆サ…ビスを受けるまでの流れ◆

査 町の担当者が自宅等を訪問し、障害や生活の状況につい

てお話しを伺いながら調査をします。

↓                 学

③ 支 給 洪:貢三調査結果を元に、サービスの利用量・利用期間・不J用者
負担額等を決定し、受給者証を交付します。 す

‐
     ↓   '1           ,

約 施設や事業所に受給者証を持参して契約を結び、サービ

スを利用します。

↓

払 サービス提供に要した費用の内、利用者負担額を直接施

設や事業所に納めていただきます。残りの費用は支援費

として町が施設や事業所に支払います。

①申

②調

④契

⑤支

↓

↓

↓

請 `福祉保健課に申請をします。

↓

広報ゆざわ H15,1.26  (4)



２
月
１
日
～
７
日
は

鯵
端
に
斡
悦
鋲
悦
％
鰯
繁
♂

湯
沢
町
の
近
年
の
死
因
順
位
を
見
て
み
る
と
生

活
習
慣
病

（が
ん

。
心
疾
患

・
脳
卒
中
等
）
で
亡
く

な
る
人
が
上
位
３
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
若
い
頃
か

ら
の
食
事
や
運
動
、
休
養
な
ど
の
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
に
よ

っ
て
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
く

な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
基
本
健
診

結
果
か
ら
み
る
と
血
糖
値
異
常
者
が
年
々
増
え
て

い
る
こ
と
や
高
脂
質
血
症
を
指
摘
さ
れ
る
人
は
健

診
受
診
者
の
約
半
数
も
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣

改
善

へ
の
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。皆
さ
ん
は
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
ん
な

こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
進
行
に
関
係
す
る
代
表

的
な
７
つ
の
注
意
点
か
ら
、
ふ
だ
ん
の
生
活
を
振
り

返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

＞つ
。

◇
野
菜
は
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◇
長
生
き
の
秘
訣
は
腹
八
分
目
！

②
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
特
に
動
物
性
脂
肪

（バ
タ
ー

・
肉
の
脂
身
等
）
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
食
塩
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
本
酒
は
一
日
１
合
ま
で
。
た
だ
し
、
休
肝
日
も

忘
れ
ず
に
と
り
ま
し

，ょう
。

⑤
た
ば
こ
は
吸
／わ
な
い
卜
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
身
体
を
適
度
に
動
おｌ
、し
ま
し
ょ
う
。

⑦
心
も
身
体
も
休
養
す
る
時
間
を
大
切
に
し
ま

し

ょ

う

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ェ

ｒ

∩    Ⅲ
Ｓ
）
。

と

し

伸

X

゛

税
務
課
資
産
税
係
か
ら

０
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
の
軽
減

居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
に

よ
り
固
定
資
産
税
ガ
軽
減
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
‘

こ
の
う
ち
、
平
成
１４
年
中
に
家
屋
の
用
途
ガ
居
住
用
か
ら
居
住

用
で
な
く
な
つ
た
場
合
や
そ
の
逆
の
場
合
な
ど
変
更
が
あ
っ
左
も

の
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
町
税
条
例
に
よ
り
、
「『
別
司
図
劇
掴
謝
廻
翔

出
が
必
要
で
す
。

提
出
の
期
限
は
１
月
３‐
日
と
な
つ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
告

し
て
い
な
い
方
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
次
の
よ
う
な
場
合
が

該
当
し
ま
す
。
　
　
　
　
，

■
民
宿
を
廃
業
し
、
客
室
だ
っ
た
部
屋
を
す
べ
て
住
宅
に
し
た
。

■
店
舗
の

一
部
を
改
装
し
て
、
従
業
員
寮
と
し
た
。

■
住
宅
の

一
部
を
改
装
し
て
、
店
舗
を
開
業
し
た
。

②
償
却
資
産

の
申
告

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
所
有
状
況
を
１
月
３‐
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１２
月
に
お
送
り
し
た
申
告
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
（専
用
の
用
紙

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
用
紙
で
申
告
し
て
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
。
）

な
お
、
昨
年
中
に
資
産
の
増
加
・減
少
が
な
か
つ
た
場
合
や
営
業

を
や
め
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【申
告

・
問
い
合
わ
せ
】

Ｏ
②
と
も
税
務
課
資
産
税
係
へ
ど
う
ぞ
。

靴
７
８
４

●
３
４
５
２

(5)



‐５
年
度

平

〉争
↑

〉４
今

■
寺
）
４

↓
＋
多
４

■
■
■
争

＋
寺
■
争

■

◆
＋
↓
多
ウ

■■
■キ

〉歩今今◆
ン■今舎◆

各
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総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
安
心

・
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
者
の
視
点
に
立

っ

た
電
気
通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今

後
の
電
気
通
信
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
１５
年

度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

【応
募
資
格
】

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
心
の
あ
る
満
２０
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
活
動
内
容

を
行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、
総
務
省
及
び
電

気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
並
び
に
そ
の

方
の
家
族
を
除
き
ま
す
。

【活
動
内
容
】
　
　
　
　
　
　
ギ

○
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
回
答

（年
２
回
実
施
予
定

。
全
員
）

○
総
務
省
が
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議

ヘ

の
出
席

（年
１
回
開
催
予
定

。
別
途
出
席
を
お
願
い

す
る
方
）

【委
嘱
期
間
】

平
成
１５
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
１６
年
３
月
３‐
日
ま
で
の
１
年
間

【募
集
人
員
】

新
潟
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
　
２０
人

（全
国
で
１
，
０
０
０
人
程
度
）

【応
募
方
法
】

は
が
き
の
裏
面
に
（
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
及
び
応
募
の
動
機
を
記
入

し
、
表
面
に

「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の
上
、
総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【募
集
期
限
】
　

´

２
月
２‐
日

（金
）
（当
日
消
印
有
効
）

【謝
金
】

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
及
び

モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
方
に
別
推
謝
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

【選
考
結
果
の
通
知
】

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
方
に
は
、
平
成
１５
年
３
月

末
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
方
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
。

【申
込

・
聞
い
合
わ
せ
】

〒
３
８
０

１
８
７
９
５

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

総
務
省
　
信
越
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部
　
電
気
通
信
事
業
課

靴
０
２
６

・
２
３
４

ｏ
９
９
４
８

〉奪″
ヽ
■
●
■
●

+

→

↓

今

■
多 牟

ウ
◆
ウ
↓

■
学
＋
や
＋
４
↓
ウ
＋
争
寺

ｉ
ャ
メ

～
“
′

ヶ
，
／

ｔ
ｒ

ヽ
．
∫

ヽ
Ｉ
Ｆ

ｉ
サ
イ

■
ク
メ

ケ
´
デ

■
●

■
．●

■
■

オ
，
／

，
，
メ

■

÷

ｋ
ｌ
ｒ

ｔ
ｔ

，

■ +
■■■

牛
４

ォ
／

，
メ
生
す

ｉｒ

■学

↓
◆

ち
メ
■
ｒ

，

■
◆

<課長級> 新 所 属 旧 所 属

茂 木 三 千 夫

樋 口 新 一

税務課 課長
保健医療センター建設室 室長兼庶務係長事務取扱

税務課 課長兼徴収係長事務取扱
保健医療センター建設室 室長

<課長補佐級> 新 所 属 旧 所 属

阿 都 道 雄

/卜 幡 裕 子

税務課 副参事兼徴収係長事務取扱
住民課 副参事兼土樽保育園長事務取扱

総務課 副参事兼人事給与係長事務取扱
福祉保健課 副参事兼土樽保育園長事務取扱

<係長級> 新 所 属 旧 所 属

角 谷 正 喜

宮 下 義 規

総務課 人事給与係長
住民課 保育係長

保健医療センター建設室 庶務係長
福祉保健課 保育係長

<主任級> 新 所 属 旧 所 属

国 松 明 美

南 雲 か お る

福祉保健課 保健係主任保健師
福祉保健課 保健係主任保健師

福祉保健課

福祉保健課

<一般職員> 新 所 属 旧 所 属

笛 木   尚 住民課 福祉保健課

広報ゆざわ H15。 1.26  (6)



ざ
。
も
の
づ

0

わ

の
１

新
潟
県
で
は
、
新
し

い
事
業
展

開
や
有
望
な
産
業
分
野

へ
の
進
出

を
應
桜
す
る
た
め
、
中
小
企
業
者

等
が
県
内
に
お

い
て
行
う
新
技
術

開
発
や
新
商
品
開
発
に
妥
す
る
経

費

の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

０
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金

新
た
な
事
業
展
開
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
準
備
段
階
（企
画
、
調
査
、

立
案
、
事
業
可
能
性
調
査
等
）
に
妥

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額

５０
～
１
０
０
万
円

・
補
助
率

１
／
２
以
内

・
募
集
件
数

４
件
程
度

０
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金

従
来
に
な
い
新
し
い
技
術
の
研

究
開
発
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額

１
０
０
～
２
，
０
０
０
万
円

・
補
助
率

２
／
３
以
内

。
募
条
件
数

２０
件
程
度

０

も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金

今
ま
で
に
な
い
嵐
期
的
商
品
を

開
発
し
、
新
た
な
事
業
展
開
を
図

る
際
の
商
品
開
発
に
要
す
る
経
費

の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額

１
０
０
～
３
０
０
万
円

・
補
助
率

１
／
２
以
内

・
募
集
件
数

３
件
程
度

【募
集
期
限
】

２
月
２‐
日

（金
）
ま
で

【聞

い
合
わ
せ

。
文
付
窓
口
】

新
潟
県
庁

産
業
労
傷
部
産
業
振
興
課

ＴＥＬ

０

２

５

ｏ
２

８

０

ｏ
５

２

４

３

●地籍調査の開:鷺●締畑みせ●
平成 13年度に実施した地籍調査区域 (中子地区の下部及び中里地区の一部)の地籍簿等の閲覧が下記
日程により行われます。関係者の方は、印鑑 (三文判可)を持参のうえ閲覧ください。

■

【問い合わせ】 管財課国土調査係 TEと 784-2611

会 場 期 間 時 間

農山村総合開発センター
2月 12日 (水)～ 18日 (火 )

(土・ 日曜日は除く)
午前 9時 30分～午後 4時 30分

湯沢町役場 1階管財課

2月 19日 (水)～ 28日 (金 )
(上・ 日曜日は除く)

3月 1日 (上)～ 4日 (火 )
(土・ 日曜日も行う)

午前 9時～午後 5時

12月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

管第 31号 役場庁舎改修 (建築)工事 48, 795, 000 棚森下組

管第32号 役場庁舎改修 (電気設備)工事 7, 245, 000 脚岸本電気

管第33号 役場庁舎改修 (空調設備)工事 6, 195, 000 l材すつどい総業

(7)



魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
１４
年
の

火
災
救
急
統
計
が
で
ま
し
た

湯
沢
町
内
で
は
火
災
件
数
が
倍

増
し
ま
し
た
。
大
き
な
火
災
や
え

者
を
出
す
火
災
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
南
魚
沼
郡
内
で
は
全
焼

火
災
４
件
、
火
災
に
よ
る
元
者
―

人
が
あ
り
ま
し
た
。
４４
件

の
火
災

中
２２
件
が
定
物
火
災
で
、
原
因
と

し
て

「鍋
の
か
け
恙
れ
」
と

「電
気

関
係
」
か
ら
の
出
火
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
救
急
件
数
で
は
―

件

の
減
少
で
す
が
、
都
内
で
は
―

３
４
件

の
増
加
で
し
た
。
火
災
や

事
故
は
思

い
も
よ
ら
■

い
時

に
発

生
し
ま
す
「
日
頃
か
ら
防
災

に

つ

い
て
趙
が
け
ま
し
ょ
う
。

☆
注
意
！

※
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

さ
な
い
で
！
（最
近
、
う
）れ
が
原

因
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
）

※
ス
ト
ー
ブ
等
の
給
油
中
は
目
を

離
さ
な
い
で
！

（油
流
出
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
）

消
防
無
線
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
つ
い
て

湯
沢
中
学
校
と
小
坂
の
無
線
サ

イ
レ
ン
が
故
障
し
て
い
ま
し
た
が

よ
う
や
く
修
理
が
克
了
し
ま
し
た
。

こ
の
２
月
十
日
か
ら
稼
働
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
無
線
機

の
老
朽
化
が
原

因
の
た
め
新
し

い
無
線
機
と
な
り

ア
ナ

ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
ダ
ル
方

式
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
毎
月
十
日
の
正
午

の
時
報
は
、
工
午
過
ぎ
に
湯
沢
中

学
校
と
小
坂
が
嗚
り
、
午
後
１２
時

２
分
ご
ろ
他
の
無
線
サ
イ
レ
ン
が

嗚
り
ま
す
。
火
災
時
は
、
湯
沢
中
学

校
と
小
坂
の
サ
イ
レ
ン
は
他
の
無

線
サ
イ
レ
ン
よ
り
約
十
分
３０
秒
遅

れ
て
嗚
り
ま
す
。
一
ヽ
の
た
め
、
２
回

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
る
地
区
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署

ＴＥＬ

７

８

４

ｏ

３

３

７

７

■ H13
団 H14

44 44

火災発生状況

13

(件 )

5

(l′→つ

3500

3000

2500

2000

0

11 10 109  10

5

湯沢町   塩沢町   六日町   大和町    合計

5

0

■ H13
国 H14

救急出動状況

1,709

853 852

340 352

湯沢分署   魚沼消防本部   大和十分署

2,913

合計

2月 のけん こつ体操教室の
お矢口らせ

【日程】

【参加費】 400円

【持ち物】

タオサし(自ノ刀＼の両膝を巻いて結べるくらいの大きさのもの。)
飲み物

※指導は、研修を積んだ「元気な高齢者づくリアシスタント」
が行います。

動きやすい服装ておいてください。

申し込みは必要ありません。当日会場へ直接おいでください。

【間い合わせ】 在宅介護支援センター T[と 784-3000

な 場 期 日 時  間
三俣地区館 12日⑪

13:30-15 : 00

神立中央集会場 5日 ⑪ 19日⑪

萩原集会所 6日⑮ 20日⑥

松川生活改善センター 14日◎ 28日 ◎

下湯沢公民館 42日⑪ 26日 ⑪

湯沢町公民館 5日⑪ 19日⑪

□―プウエー事業所 43日⑥ 27日⑥

広報ゆざわ H15.1.26  (8)



¬

む

し

だ
ち

2０
内
は
町
内
、
保
護
者
名
（秋
称
略
）

南
要
　
勇
件

（萩
原
、
浩
二

・
春
美
）

山
本
　
諒

（愛
宕
、
茂

。
小
夜
子
）

石
井
　
滉
輔

（堰
場
、
逹
也

。
皮
子
）

宮
沢
　
和
加

（二
俣

一
、
昌
功

・
寿
子
）

木
村
　
式
人

（
一
之
町
、
一
辛

・
か
お
る
）

ち

南

要
　
智

帝急は

（下
熊
野
、
政
辛

。
怠
）

高
橋
　
瑠
余

（小
坂
、
幸

一
。
美
登
刹
）

ｒ

金
子
　
萌
幸

（堰
場
、
直
樹

・
患
）

南
要
　
真
穂

（中
子
、
式

。
智
子
）

佐
藤
　
莉
ん
子

（
一
え
町
、
宏

一
。
由
起
子
）

桑
原
　
夏
漁

（泉
電
、
直
樹

。
理
怠
）

中
央
公
園
有
料
施
設

の

予
約
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
ま
す

く

，

中
央
公
園
有
料
施
設

（カ
ル
チ
ゃ
―
セ
ン
タ
ー
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
）
の

一
般
の
方
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
４
月

に
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
受
付
開
始
時
期
は
設
定
し
な
い
で
、
左
記
の
指
定

し
た
期
間
以
外
は
い
つ
で
も
予
約
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
年
度
を
ま
た
ガ
る
予
約
、
又
は
１
年
以
上
先
の
予
約
も
可
能
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
左
記
の
指
定
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
４
月

上
旬
に
中
央
公
園
有
料
施
設
予
約
抽
選
会
を
実
施
し
た
後
、
一
般
の

方
の
予
約
受
付
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

【拍
選
会
予
約
の
対
象
期
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◎
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
＝
ク
期
間
　
　
　
　
　
　
　
，
・

（４
月
第
４
土
曜
日
～
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
タ
最
終
日
）

◎
夏
休
み
期
間

（７
月
第
３
土
曜
日
～
９
月
第
３
日
曜
日
）

【問
い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
７
８
４

・
１
５
１
１

♪

″IⅢガht″ 1‖ガⅢl″Lガ II″れ″
“
1/・ 1″hI′Ⅲi″

"・
ガ :`″L

相談種類 相1談時間 2月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00～ 17:00まで
(土 日祝日。年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30ヘン16:00
3日 ,10日 ,

17日 ,24日 ,27日

医 療 13:30ヘン15:30 5日

痴 呆 14:00ヘン16:00 19日

公的年金・保険 13:30ヘン15:30 4日

税  金 10:00ヘフ12:00 14日

健康・介護 10:00へ″16:00 13日

高船者 とその家族のよろずオロ改
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方留ガ抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けして二います。

本ロヨ疑目目言舌  025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついるいるな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

～ 2月 4日  「確定申告で戻る税金」
2月 5日 ～ 2月 19日  「冬の乾燥肌を防ぎましょう」
2月 20日 ～     「介護保険以外の福祉サービス」

テ レホ≧_サ ービス
8025-28卜 5550(24時間年中無休)

(9)



平
成
１５

。
‐６
年
度
に
湯
沢
町
が

行
う
建
設
工
事
等
の
入
札
及
び
見

積
り
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

【
有
効
期
間
】

平
成
１５
年
４
月
十
日

～
平
成
１７
年
３
月
３十
日

【
提
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

総
務
課
財
政
係

砒
７
８
４

●
３
４
５
１

ゆ
の
さ
と
目
職
員
募
集

ゆ
の
さ
と
園
で
は
、
健
康
で
明

る
く
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
精
神

に
官

み
、
社
会
福
祉
事
業

に

つ
い
て
理

解

と
熱
意

の
あ
る
方
を
求
め
て
い

ま
す
。

【
職
種
】

用
務
員
兼
運
転
員

【
募
集
人
員
】

―
人

【
應
寡
資
格
】

昭
和
４３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で

「危
険
物
取
扱
者

乙

種
第
４
類
免
状
」
及
び
「大
型
白
勤

卓
運
転
免
許
」
を
有
す
る
者

【
提
出
書
類
】

・
履
歴
言

。
住
民
票
記
載
事
項
証
明
言

。
身
体
検
査
書

（用
紙
は
「ゆ
の
さ
と
園
」
に
あ
り

ま
す
。
）

・
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
写
し

・
運
転
免
許
証
の
写
し

【
痣
募
期
限
】

２
月
１４
日

（金
）

※
畜
接
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
痣
泉

・
聞

い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

ン，

「ゆ
の
さ
と
園
」

砒
７
８
４．
●
３
７
８
５

フ南
魚
沼
郡
身
体
障
害
者
団
体
違

合
会

の
主
催
で
、
南
魚
沼
郡
ふ
れ

愛

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

歌
手
の
高
松
清
さ
ん
や
地
え
障
害

者
有
恙

に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
の
ほ

か
、
拍
選
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま

す
。
　
　
―

障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
に
、
ガ多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し́
ま
す
。

【
日
時
】
　

　

　

　

　

　

、

３
月
３０
日

（日
）

午
後
２
時
～
４
時

（開
場
は
午
後
―
時
３０
分
）

【
会
場
】

六
日
町
文
化
会
館

【
入
場
券
】

―
枚
　
―
，
０
０
０
円

（当
日
―
，
３
０
０
円
）

【
入
場
券
購
入

。
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
身
体
障
害
者
協
会
長

大
滓
　
孝

一

砒
７
８
４

●
２
８
４
６

新
潟
県
司
法
言
士
会
で
は
、
毎

年

２
月

の
ｌ

ヶ
月
間
を

「相
続
登

記
は
お
済

み
で
す
か
月
間
」
と
定

め
、
相
続
登
記
に

つ
い
て
の
県
内

一
斉
無
料
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て

い
ま
す
。
相
続
税

の
申

告
や
役
場
等

へ
の
諸
届
け
が
済
ん

で

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で

相
続
登
記
が
完
了
し
た
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
お
近

く
の
司
法
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。そ

の
他

「あ
な
た
の
身
近
な
法

律
家
」
で
あ
る
司
法
言
士
が
、
諸
聞

題
に
つ
い
て
毎
週
水
曜
日
の
午
後
、

電
話
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

☆

「司
法
書
士
無
料
相
談
」

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

２

８

ｏ
１

５

８

９

（毎
週
水
曜
日

午
後
―
時
３０
分
～
４
時
）

５
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

‐２
日

（水
）

相
談
員
　
井
熊
　
参
夫

２６
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

１０
日

（月
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

な
お
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
、
役
務

に

つ
い
て
も
同
時

に

受
け
付
け
し
ま
す
。

【受
付
期
間
】

平
成
１５
年
２
月
十
日
～
２８
日

【
提
出
書
類
】

新
潟
県
様
式
に
準
ず
る

南
む

ヨ

ン

‐９
日

（水
）

相
談
員

式
成
芳
枝

高
橋
杉
本

町   県   民   税 (4期 )

国民健康保険税・介護保険料 (4期 )

納期限は、1月 31日◎です。
□座振替納付の方は、1月 28日のに31き落としさ
せていただき試す。
※納付は便利な「□座振替制度」もあります。

°

ぜひご利用くださしヽ。    ―

南
魚
沼
郡
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

す 1ま

月

ヽ
と

日

２
月

の
仁

鰺鰺∽珍霰鰺
12月 届出分 4月 1日現在  (前年比)

出生

死亡

転入

転出

2

6

86

14

男    4,412

女   4,605

Б+    9,017

世帯  3,191

(-49)

(- 5)

(-54)

(+13)

広報ゆざわ H15.1.26  (10)



み 収 集し

釣 露 闇 の 鰯 ～

※問い合わせ 住民課環境公害係□784-3453

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内□784-3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日 784-3149)

区 分 出  し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・ 神 立 三 国 三 俣

み一゙」
燃可 (注)のとおり。 O・ ⑪・◎ ⑪・④・①(11路は体み〉

ダ ン ボ ー ル 紐を十字にかけ

る。

13日・ 27E} 18日 14日・ 28日 12日・ 26日

紙 類 ・ 布 類 f 6日 4日 7日 5日

ぺ `ッ トボ ト ,レ
不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。

20日 25日 21日 19日

空   き  缶 4日 6日 ,20日 5日・ 19日 7日・ 21日

空  き び  ん 18日 13日 12日 14日

その他の不燃ごみ 25日 27日 26日 28日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定ごみ袋で出すようお願いします。
◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んで、外から見えるようにマジックで「ガラス」等と書いて指

′定ごみ袋に入れて出してください。

◎いずれのごみも、重さ 10Kg以下で出してください。

◎収集日の年前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。                ″

◎ビン・ペッキボトル等は中を水洗いして出してください。

時 間
▲
富 場日 目種 対 象

4の ふ れ あ い サヽ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 や す ら ぎ 荘

5⑪ リ   ハ   ビ   リ 申込者 13:30-15:30 保 健 医 療 セ ン タ ー

6⑥ 1歳 6ヶ 月 児 健 診 H13.6月 ～ 7月 生まれ 13:00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー

精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 や す ら ぎ 荘ふ れ あ い サ ロ ン
18の
精 神 保 健 相 談 13:30へ′15:00 六日町健康福祉環境事務所

19⑪ リ   ハ   ビ   リ 申込者 13:30八ン15:30 保 健 医 療 セ ン タ ー

20⑥ 1歳 児む し歯予防教室 H13.11月～H14.2月生まれ la30集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー

13:00ヘフ15:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー21④ 介 護 者 の つ ど い

26① 1) ハ   ビ   リ 申込者 13:30ヘン15:30 保 健 医 療 セ ン タ ー

27電D 乳 児 健 診 H14.4月 、10月 生まれ 1&00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー

H14.6月 ～ 8月 生まれ la00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー28④ 離 乳 食 教 室

健 衛 生 行 事

種 類 対 象 時    間 △
富 場日

4の

18⑪ 14:00～ 15:00 保健医療センター

25⑪

し ん麻 H13年 2月 ～ H14年 1月 生まれ

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内に来所してください。接種料金は無料です。

予 防 接 種

福祉保健課、保健センターは、総合福祉センター内に移っています。

お間違いのないようご注意ください。
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!月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日→休日救急診療所 TEと 773-6688

その他の日E>魚沼消防本部  T[L782-1991
(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療E〉斎藤記念病院 砒773-5111
日 受 付 時 間 内  科 外  科

l①
12:00  ヘツ 18:00

18100～―翌朝 6:00

高  橋  医

日 町  病

院  □ 784-2410

院  囲 772-71-■

町

町

病  院

病― 院

20
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総―台病1携

□ 773-6688

園777-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大:蒼口総
―
合病
!院

80
12:00  - 18:00

18:(X〕 ～翌朝 6:00

荒  川  診  療  所

ゆきぐに大和総合病1院

匝∃782-0524

囲―1777-2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆ|き ぐに大和:総合病:院

90
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

団副773-6688

囲 772-714‐

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

11●
9:00  - 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総
―
合病院

□ 773二 6688

國777-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和1総合病:院

150
12:00  - 18:00

18:00～翌朝 6:00

いとう小児クリニック 囲 770-0303
六  日 町  病  院 団 772-7111

日 町 病 院

日 町  病  院

160
9:00  ハΨ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

日副773-6688

園 777-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和∫総合病院

220
12:00  ～ 18:00

18:00～翌事月6:00

中 澤 医 院

ゆきぐに大和総合病院

□ 773-3211

国 777-21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆ きぐに大和総合1病院

230
9:00  ～ 16:00

18:(X)～翌朝 6:00

休 日救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

団 773-6688

圃‐772二 7111

休 日 救 急 診 療 所

六  日 町  1病  院 .

ヒ

申

し

t

ま

ご
結
悟
占
め
で
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

９
月
２５
日

　

池
田

　

光
春

さ
ん

　

（三
俣
こ

モン″″メレザママガ
ロノヾ膨，亨ヽ
ん　　（フィリピン）

）メッセージ）
　　　　雑」奮瑚報８瑚甚沖塚庭‐を

‐２
月
２５
日

　

中
村

　

哲
章

さ
ん

　

（柏
崎
市
）

（山
本
）

涼
子

さ
ん

　

（旭
原
）

）
メ

ッ
セ
ー
ジ
）

　
　
　
　

い
つ
ま
で
も
二
人
仲
皮
く
歩
ん
で

い
き
ま
す
。

古
誕
生
占
め
で
こ
う
ご
ぎ
＝
書
す

‐２
月
２７
日

　

安
澤
　
　
瑠

　

さ
ん
　
　
（上
熊
野
、
朝
弘
・康
子
さ
ん
）

‐２
月
２９
日

　

森
下

　

良
夢

さ
ん
　
　
（大
島
＼
友
和

・
由
子
さ
ん
）

‐２
月
１４
日

　

目
黒

　

好
政

さ
ん

　

（中
子
、
７８
歳
）

‐２
月
２５
日
　
小
野
塚
　
美
佐

さ
ん

　

（原
、
２８
歳
）

‐２
月
２６
日
　
　
林

　

ヨ
シ
ノ
さ
ん

　

（裕
川
、
７７
歳
）

‐２
月
２６
日

　

高
橋
　
　
計
　
さ
ん

　

（堰
場
＼
７４
歳
）

‐２
月
２６
日

　

村
山

　

カ
ク

さ
ん
　
　
（堰
場
、
７５
歳
）

１
月
５
日

　

工立
野
　
　
清
　
さ
ん

　

（古
野
一
、
９８
歳
）

１
月
７
日

　

角
谷

　

辰
男

さ
ん

　

（古
野
一
、
６‐
歳
）

１
月
１４
日

　

田
村

　
ヒ
デ
ノ
さ
ん

　

（堀
切
、
８０
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
＼
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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